
 

義務教育学校 名称公募結果まとめ 

 

1. 応募の全体概要 

・総応募件数： 347件 （有効回答 346件）  

・応募者内訳： 児童 204件（59%）  生徒 ８５件（24%） 

          市民   ５６件（16%）  教員  ２件（1%） 

 

2. 応募名称の傾向と上位ランキング（系統別） 

応募された名称を、使われているキーワードや由来となる系統ごとに分類。 

順位 
名称の系統 

（キーワード） 
件数 主な応募名称（表記揺れ含む） 

１位 
「川岸」系 

（地域名） 
１８１件 

川岸（９４件）、川岸学園（２６件）、 

かわぎし（8件）、川岸七色（３件）、川岸西部

（３件）、川岸館（２件） など 

２位 
「西部・西」系 

（中学校名） 
３４件 

西部（８件）、岡谷西部（８件）、西部川岸（２件）

西川（４件）、川西（４件）、西山（３件） など 

３位 
「なかよし」系 

（理念・願い） 
１９件 なかよし（１６件）、仲良し（３件） 

４位 
「天竜」系 

（地域資源） 
１４件 

天竜（５件）、天竜川岸、岡谷天竜、川岸天竜、

天竜園、天竜源、天竜の丘、竜の子、竜の谷、 

蚕竜（さんりょう） など 

５位 
その他 

（新しい理念・自然） 
９８件 

Destiny（６件）、杜ノ音（３件）、清澄、瑛都（え

いと）、笑顔、令明、昇徳、青空、ひまわりなど 

多種多様 

【集計ルール】 
「川岸」「かわぎし」「川ぎし」など「川岸」が含まれるものを川岸系、「西部」「西」「川西」などが

含まれるものを西部系、「天竜」が含まれるものを天竜系、それ以外をその他として集計。 

 

資料 No.２ 



 

3. 上位名称における「代表的な理由・想い」 

子どもたちや市民から寄せられた、それぞれの名称に対する代表的な理由は以下の通り。 

① 「川岸」系 （親しみ、愛着、地域への想い） 

・「皆になじみのある川岸を引き継いでいきたいから」（生徒） 

・「今までの川岸小学校の頭文字を入れたいからです」（児童） 

・皆が笑顔になる川岸学園になって欲しいです」（児童） 

② 「西部・西」系 （中学校の歴史、地域の総称） 

・「現在の岡谷西部中学校の『西部』を残しました。西部地区にある学校ということでフレー

ズを入れたいと思いました」（児童） 

・「西は西中の西で、川は川岸の川で中学校と小学校の名前を一文字ずつ入れて 

 みました」（生徒） 

・「西部の名前を残したいから」（生徒） 

③ 「なかよし」系 （新しい学校生活への期待） 

・「みんなで仲良く過ごしたいから」（児童） 

・「仲良しな学校になってほしいから」（児童） 

④ 「天竜」系 （地域の象徴的な自然） 

・「天竜川が近くにあるから」（児童） 

・「天竜川に近い。響きがしっくりくる」（生徒） 

 

4.最終候補とする名称（案）について 

「川岸学園構想の施設名称（校名・園名）に関する基本的な方針」に掲げる「地域に根ざし、

愛される名称」という公募の趣旨を踏まえ、地域性が反映され、かつ公募において特に多くの

支持を集めた以下の３案を軸に検討を進めることとします。 

【検討対象とする名称案】 

 

Ａ案： 「川岸」  

最も地域に馴染み深く、最も公募数の多かった名称           【９４件】 

 

B案： 「川岸学園」  

「総称名」と同一とし、川岸の地にできる新しい学校の形を表現    【２６件】 

 

C案： 「西部を含めた名称」 ＊西部、岡谷西部、川岸西部、西部川岸 等 

現在の中学校区の歴史と広域性を継承した名称              【２１件】 
 


